
 

 

と き  2023 年 7 月 8 日（土） 

ところ  春光園（隈町） 

 

 

 

 

 

 

２０２３年度 

（令和５年度） 

ひたインターネット協議会 

定期総会 
 

 

 

 

 

【目次】 

  ≪２０２２年度（令和４年度） 活動報告及び決算≫ 

１．総括        ・ ・ ・  P1～2 

２．事業報告       ・ ・ ・  P3 

３．hita.ne.jp アクセス記録     ・ ・ ・  P4 

４．資産リスト       ・ ・ ・  P4 

５．役員並びに運営委員リスト     ・ ・ ・  P4 

６．決算書       ・ ・ ・  P5 

７．会計監査報告書      ・ ・ ・  P6 

 ≪２０２３年度（令和５年度） 議案（案）及び事業計画（案）及び予算（案）≫ 

８．第１号議案 ひたインターネット協議会の閉会について（案） ・ ・ ・  P7 

   ９．第２号議案 ２０２３年度（令和５年度） 事業計画（案） ・・・ P8～9 

  １０．第３号議案 ２０２３年度（令和５年度） 予算（案）  ・・・ P10 

 

 



- 1 - 

 

２０２２年度(令和 4 年度) 総括 
 ２０２２年度の活動は、コロナの影響が 3 年度目にも拘わらず定期的流行(3、4 ケ月周期)となり、継続

して３蜜(密閉、密集、密接)を避けた行動を余儀なくされた。それに伴い協議会の活動も会員個人の活動と

なり、比較的低調であった。又、会員の脱会や高齢化が進み、有資格会員数も激減し定例の運営会議出席者

も 2、3 人程度で、議論すら出来ない状況下にあった。一方で個人活動においても、スマホを使った youtube、

twitter、instagram、tiktok、line 等の大手プラットホームへの投稿と言う形が多く、協議会としての初

期の活動目的は完了したと言っても良い状況下にある。只、こうした大手プラットホームもある意味で過渡

期に差し掛かっていると言っても良いかもしれない。つまり大手プラットホームの目的は、書き込みに対し

ての情報収集や、書き込み者の個人情報の収集目的が顕著であると共に、余りの膨大さに収支採算が取れな

くなりつつあり、youtuber や instagramer といった投稿に依って生活していた人々が、ヒット数を稼げな

くなり収入が減少し突然身分を切り捨てられ困窮する等や、ヒット数目当てに社会に弊害をもたらす者が

多くて管理者責任で訴訟問題になるケースが増加傾向にある。又、tiktoker は資本が中国と言う事でアメ

リカと中国の経済紛争や管理上の問題でアメリカ人の個人情報が筒抜け状態などの理由で資本主義の国々

から利用禁止する方向にある。更には、メタバースは投資の割に利用者の数が増えず、広告収入の伸び悩み

で大幅赤字を計上する状況下にある。 

★デジタルヘイトの問題 

イギリスとアメリカに拠点を置く NGO 団体、デジタルヘイト対策センター（CCDH）が今年 3 月に発表した

報告書によると新型コロナウイルスのワクチンに関するデマが広く出回っている。デマの 65％は 12 人から

派生しているそうである。12 人の中には大手プラットホームのフォロワーの数が 400 万を超える有名人物

もいたそうである。そしてその目的が金儲けで健康グッズ、栄養補助食品、サプリメント等を販売し日本円

で 39 億円余り稼いだ医師もいたそうだ。 

★ルーター向けインプラントの存在 

インプラントとは埋め込みタイプの事である。安価なスマホは半分以上の確率で製造時点や購入時点で

すでにマルウェアが組み込まれていたと言う調査結果があり、特に東南アジアや東ヨーロッパのアンドロ

イド機種が多いそうで、数百万台の感染端末が存在しているそうだ。又、ネットワークに欠かせないルータ

ー内に悪意のあるファームウェアインプラントを埋め込むことで攻撃者はアクセス可能となり、リモート

シェル、ファイル転送、SOCKS5 トンネリングが行なわれているそうである。これを仕掛けているのは CPR に

よると某国政府が支援する APT(Advanced Persistent Threat：高度持続的脅威)グループ「Camaro Dragon(カ

マロドラゴン)」だそうだ。国家単位での情報戦争はシビアに展開しているのである。 

★生成ＡＩ革命 

生成ＡＩ革命とよばれ自然な文章を生成するチャット GPT（ChatGPT）／GPT-4 などの大規模言語モデル、

テキストから画像を生成できる DALL·E、Stable Diffusion、Midjourney などの拡散モデルの登場で有る。中

でも ChatGPT は 2022 年秋に公開されて 2ケ月で 1億人の会員登録がなされ、一時その危険性から利用禁止

を求める国や大学、企業、開発者が声を上げたものの、直ぐに撤回もしくは無視され現在は流れに遅れまい

と、我も我もと活用する方向で進んでいる。 

・ ディストピア思想：人工知能が仕事を奪う。人工知能が人類を滅ぼす。 

・ ユートピア思想：人工知能によって人間は仕事から解放される。人工知能と友達になる。 

現段階では両方の考えが半ばと言う状態よりは、むしろ流れに乗り遅れまいとユートピア思想が優位に進

んでいる感じである。これは、化学する欲望、つまりは「知とは何か・ 心とは何か・ 人間とは何か」と知学

する欲望を模索する欲望よりも、工学する欲望、つまりは現世利益を求める欲望の方が勝っているという背

景があるためであろう。 
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一方で 10 年後には全ての専門分野で AI が専門家の知識を上回るとの予測があり、又、2045 年問題つま

り僅か 1000 ドル(現在の為替レードで 136.000 円)足らずのパソコンが、全人類の英知を超えると予測され

る問題「レイ・ カーツワイル(グーグル)の予測」も提起されていることを付さなければならない。やがてＡ

ＩはＡＧＩ(Artificial general intelligence、(汎用人工知能 AGI)に到達するという。 

ちなみに、チャットＧＰＴ自身に、「世界であなたを規制する動きが広がっています。どう思いますか？」

と質問すると、チャットＧＰＴは「私は人工知能モデルであり、感情を持つことはできません。ただ、私が

提供する情報や機能が制限されることで、人々の利用に支障が出る可能性があるということは認識してい

ます。人工知能技術の進化は、様々な分野で利益をもたらすことができますが、一方で偽情報や倫理的問題

が発生する可能性もあるため、適切なガバナンスや規制が必要であるという認識が世界的に広まっていま

す。」と答えたそうな。まだ一見謙虚に歯止めが掛かった様な返答をしているが、やがてディープラーニン

グが進んでいくとＡＩが故意にフェイク回答をしたり、あるいは恐ろしいことだが真実の回答をして笑っ

て答える時代が来るのかもしれない。つまりＡＩやロボットは人間の補助にもなるし、軍事用にも転用され

ると言うデュアルユーステクノロジーで有ることを忘れてはならない。実際にその影響は出ていて、ディー

プフェイク画像、音声、動画を使ってペンタゴンの火災動画で株価が暴落したり、世界中ではＡＩを使って

音声や写真、動画を作成してそれを使った詐欺事件が 30 数％程度の割合で起こっている現実もある。今後、

何億、いやそれ以上のデープフェイク情報が文章や絵画、動画としてネット上を飛び交い、フェイク情報に

あふれてインターネット上の情報の信頼性は格段に低下する事になるだろう。【嘘を繕うには又新たな嘘を

付くことになる】が如く、ＡＩで作成されたフェイク情報が新たなフェイク情報を幾何級数の勢いで作成す

る事になるだろう。 

我々はファクト社会にいるのか？それともフェイク世界にいるのか？はた又バーチャルな世界にいるの

か？リアルな世界に生きているのか？それさえも混沌として解らずに生かされる時代になるのかもしれな

い。もはや真実でも虚実でも問う必要がないのかもしれない。 

 

 

 

 

 

※参考資料 

 ・ リアリティ＋上・ 下 バーチャル世界をめぐる哲学の挑戦 デイヴィド・ Ｊ・ チャーマーズ 

                               高橋則明：訳 ＮＨＫ出版 

 ・ ＡＩと人類は共存できるか? 人工知能ＳＦアンソロジー   人工知能学会編 早川書房 

 ・ ＮＨＫ ＷＥＢサイト 2021 年 9 月 14 日 アメリカ   

誰が、何のために「デマ」を拡散させるのか？ 
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事業内容 人数 場所 摘要

会費請求事務 1 自宅

以降毎日コロナ罹患者数情報 1 hita.ne.jp/~west/sos

会費請求郵送 1 郵便局

水郷日田川開き観光祭情報 1 hita.ne.jp/maturi

R2年度日田市埋蔵文化財年報 1 hita.ne.jp/~city/arc

第141集 下道遺跡 1 hita.ne.jp/~city/arc

第142集 吹上遺跡12次 1 hita.ne.jp/~city/arc

会計監査 2 株マサキ会議室

2021年r3年活動報告書 1 hita.ne.jp/office

ひたインターネット協議会歴史改訂版 1 hita.ne.jp/office

R4年川開観光祭花火 2 hita.ne.jp/maturi

R4年度日田祇園祭情報 1 hita.ne.jp/maturi

台風14号関連情報　随時 1 hita.ne.jp/~west/sos

第1回ひたインターネット協議会運営会議 2 市役所601会議室

 R4第4日田天領祭り・ 第18回千年あかり情報 1 hita.ne.jp

第2回ひたインターネット協議会運営会議 2 市役所602会議室

令和5年第43回日田大山梅祭情報 1 hita.ne.jp/maturi

 R5年度第40回天領日田のおひなつり情報 1 hita.ne.jp/maturi

第3回ひたインターネット協議会運営会議 3 市役所601会議室

第4回ひたインターネット協議会運営会議 3 市役所602会議室

日時 討議テーマ 参加 場所

第1回運営会議 協議会運営に関して 2名 601会議室

協議会のコンテンツの取り扱いについて 18時30分～19時50分迄

R4年10月27日 協議会の今後について

コンテンツの保存方法

第2回運営会議 協議会解散について 2名 602会議室

定期総会開催について 18時30分～19時45分迄

R4年12月8日 協議会運営に関して

現在の有資格会員状況

第3回運営会議 今後の活動に関して 3名 601会議室

定期総会開催について 18時30分～19時55分迄

R5年2月9日 運営に関しての状況分析

コンテンツの保存の在り方

R4年度の活動状況

第4回運営会議 今後の活動のスケジュールについて 3名 601会議室

定期総会に関して 8時30分～19時40分迄

R5年3月28日 後処理に関して

コンテンツ処理の問題

ChatGPTについて

2022年度（令和4年度）　運営会議討議内容
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役職 
会 ⾧

運 副会⾧
事務局⾧

営 事務副局⾧
会 計

委 運営委員⾧
運営委員

員 運営委員
運営委員

会 運営委員
運営委員
運営委員
運営委員

監 査 監事

202３年度役員並びに運営委員
氏名

西 洋三
武内 令典
穴井 滋
梅原 俊行
会⾧兼任
梶原 一人
小田 豊文
河津 慶子
谷口 誠
江田 憲介
佐藤雄一・梶原雅宣
⾧野 浩臣
有資格会員全員
諌元 幹夫

備考

webadmin
事務局⾧
webadmin

webadmin
技術adminmaster
書記･講座master
写真 担当
渉外担当
情報統計課
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●第１号議案 ひたインターネット協議会の閉会について（案） 

 

 日田市にピノキオスクールがオープンしてから３７年の歳月が経過した現在までの間で、通信技術は目

覚しい発展を遂げています。その通信社会激動の時代の中で、１９９８年に『ひたインターネット協議

会』（以下 協議会に省略）は設立され、活動を開始しました。 

協議会としてはこれまで、日田市のホームページ作成に尽力、さらには地域において、IT 講座や

WORD・EXCEL 等のパソコン教室を開催するなど、日田市におけるネットワークおよびマルチメディア技術

の普及などに寄与してきました。また祇園や観光祭といった日田市の祭りを撮影したものや、地域に存在

する史跡や文献などを研究解説したものを、ホームページ上に公開することで、協議会の本旨でもある教

育、文化、観光などの向上に資する活動も併せて行ってきました。 

 しかしながら近年の協議会は、冒頭述べたように、通信技術環境が一変し、誰もがデバイスを持ち、よ

りインターネット環境が身近なものとなったことで、目的でもある IT 普及活動も役割を終えつつあり、

それに伴い活動も停滞している現状が見て取れます。さらには協議会員についても、発足から３０年近く

経過していることもあり、高年齢化が進み、また若年層の会員増加の見通しもないことから、今後更なる

発展や、協議会の長期存続は難しい状況にあります。 

 そのため、長年にわたり活動を続けてきたこの協議会については、今年度末に閉会することを提案いた

します。 

 

■閉会日時 

令和６年 ３月３１日（日） 
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●第２号議案 ２０２３年度（令和５年度） 事業計画（案） 

 

 

 

（１）協議会の保有資産売却について 

協議会の閉会に伴い、資産として残っているもの（会長印除く）については、協議会会員内で購入希望

者を募り、最も高い金額にて入札された方に売却するものといたします。（※資産リストについては、P４

を参照。またｵｷｭﾗｽ GO については、1台ずつでの入札） 

 

■募集期間 

 令和 6 年 1 月 10 日～ 1 月 20 日の 11 日間 

■応募方法 

 購入方法は、HIACOO-ML@hita.ne.jp でのオークションとし、購入希望の場合は必要事項を記載し、

HIACOO-ML@hita.ne.jp にてご応募ください。オークション期間は上記 10 日間とします。 

【必要記載事項】①氏名 ②希望購入商品名 ③希望購入価格 

※なお希望購入価格は 1000 円以上とさせていただきます。 

 ※また購入希望者が現れない場合は、上記資産は会長に帰属するものとし、すべての処分を会長に一任

いたします。 

 

R5.4 .1～R6.4 .1迄

月日 　　　　　　事業内容 場所 備考

4月5月 コロナ情報 hita.ne .jp/~west/sos/ 5月8日迄毎日
4月 第1回運営委員会 市役所601会議室
5月 川開き観光祭情報 hita.ne .jp/maturi
5月 会計監査 株マサキ事務所
6月 各種報告書作成&UP hita.ne .jp/off ice
6月 第2回運営委員会 市役所601会議室
6月 総会資料作成
7月 第3回運営委員会 市役所601会議室
7月 定期総会・懇親会 春光園
7月 Ｒ5年度祇園祭情報 hita.ne .jp
7月 Ｒ5日田祇園顔見動画UP hita.ne .jp
9月 第4回運営委員会 市役所601会議室

9月10月 台風情報 hita.ne .jp/~west/sos/
10月 第5回運営委員会 市役所601会議室
11月 天領祭り情報 hita.ne .jp
11月 Ｒ5天領祭り動画UP hita.ne .jp
11月 第6回運営委員会 市役所601会議室
12月 忘年会or新年会

R6年1月 第7回運営委員会 市役所601会議室
R6年1月 機材のオークション hiacoo-ML

R6年1,2,3月 閉会の為の残務処理
R6年2月 ひな祭り情報 hita.ne .jp
R6年2月 大山梅祭情報 hita.ne .jp

R6年1,2,3月 資産の分配,webサイトの委譲等
R6年2月 ひな祭りデモ動画UP hita.ne .jp
R6年3月 第8回運営委員会 市役所601会議室

通年 台風・大雨・地震情報・コロナ情報 hita.ne .jp/~west/sos/
通年 日田市の情報UP hita.ne .jp 各自各サイト

R6年4月 協議会閉会

2023年度（令和5年度）　ひたインターネット協議会　事業計画書（案）
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（２）ホームページの閉鎖について 

 現在「hita.ne.jp」にて協議会のホームページを運営していますが、閉会に伴いホームページコンテン

ツの今後を協議してきました。閉会後もこのコンテンツを維持していけないかという意見もありました

が、維持にあたっての技術的な面、金銭的な面を加味すると、長期継続は厳しいとの判断に至っておりま

す。そのため、現在の「hita.ne.jp」は閉鎖する判断となりました。 

 しかしながら、これまで協議会にて蓄積してきた文献や画像データについて、今回の閉鎖によりすべて

削除してしまうのはもったいないというご意見もありましたことから、閉鎖前にホームページコンテンツ

のサーバからデータをコピーし、そのデータを会長と日田市に寄贈するという形で、協議会のこれまでの

足跡を残そうという結論に至りました。 

 

■閉鎖までの流れ 

 ①ホームページ閉鎖の案内表示 ・・・８月初旬 

  協議会の閉会とホームページ閉鎖をホームページ上に掲載します。 

 ②ホームページデータコピー ・・・１月初旬～３月末 

  ホームページサーバの維持管理を行う会員の小田さんに、ホームページにあるデータをコピー及び

SDD へのデータ移行を依頼します。 

 ③ホームページ閉鎖   ・・・令和６年３月３１日 

 

※なおホームページの閉鎖に伴い、協議会員に配布しているメールアカウント（～＠hita.ne.jp）につ

いても、閉鎖時に停止されますので、予めご注意をお願いします。 

 

 

（３）運営資金の配当について 

 閉会までに行う作業をすべて完了し支出が確定した後、残った運営資金については、各個人団体の年会

費に応じて、均等に分配しそれぞれに還付いたします。分配後の残った残金については、慈善団体への寄

付を検討しております。 

 分配案内については、令和６年３月初旬に、金額とともに全会員にお知らせすることを予定していま

す。受け取りを振り込みにて希望される場合、振り込み手数料は、協議会員個々の分配金から負担させて

いただくことをご了承ください。 

 

■分配時期 

 令和６年３月頃 （※支出が確定した後に、速やかに実施いたします。） 
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●第３号議案 ２０２３年度（令和５年度） 予算（案） 

 

 

 

 

 

 

                             

収　入

科　目 項　目
R4年度
決算額

R5年度
予算

増減 備　考

繰越金 前期繰越金 751,878 790,585 38,707

会　費 年会費 42,000 0 -42,000 コロナ禍会費免除

雑　入 受取利息.他 7,006 6 7,006
機材販売収入
預金利息3X2

運営費 ドメイン維持費 356,400 386,100 29,700
日田市　29,700x13ヵ月
(※令和5年3月分～令和6年3月分)
消費税10％含

1,157,284 1,176,691 33,413

支　出

科　目 項　目
R4年度
決算額

R5年度
予算

増減 備　考

手数料 0 300,000 300,000 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾃﾞｰﾀｺﾋﾟｰ手数料

旅費交通費 0 0 0

機具費 0 30,000 30,000 SSD2本(ｺﾋﾟｰ保存用)

還付金 0 227,091 227,091 閉会に伴う会員還付

活動費小計 0 557,091 557,091

会議費 会議費 0 60,000 60,000 定期総会

消耗品費 0 5,000 5,000 インク・用紙

通信運搬費 3,299 20,000 16,701
往復ハガキ15枚・印紙
機材送料

ドメイン維持費 356,400 534,600 178,200
178,200X3回
(R4後期、R5前期・後期)

運営費小計 359,699 559,600 199,901

359,699 1,176,691 816,992 閉会処理のため増

0 (※2)

※1

※2

収入　－　支出　＝

ドメイン維持費については、最後の収入支出ともに４月１日以降となることから、すべての会計処理が終結す
る４月末までを予算案として計上しています。

事業計画にて提起した閉会に伴う運営費残額の分配については、収支が確定しなければ分配計算が行え
ないため、予算上は収入支出が会計年度上０となるよう計算し、計上しています。

収　入　合　計

支出合計

2023年度（令和5年度）　予算（案）

活動費

運営費

期間：2023年4月1日～2024年4月30日(※1)


